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れているが、原著(『全集 第12巻』194頁)では Special Training and General Culture
となっており、ここでは「一般教養」に対する語句として「専門訓練」とした方が適切で
あると考えた。
(31)前掲『全集 第６巻』407～９頁。
(32)『南原繁著作集 第８巻』岩波書店、1973年、233頁。
(33)『新渡戸稲造全集 月報１』。引用は、佐藤全弘編著『現代に生きる新渡戸稲造』教文館、
1988年、171頁。
(34)『新渡戸稲造全集 月報16』。引用は、佐藤前掲書、147頁。
(35)前掲『全集 第１巻』79～82頁。
(36)『鶴見俊輔著作集 ３』筑摩書房、1975年、122～３頁。
(37)武田清子『土着と背教』新教出版社、1967年、10頁。
(38)丸山真男『日本の思想』岩波書店、1961年、第Ⅰ章。
〔文理学部准教授(教育学)2003～05年度総合研究21(新渡戸稲造による教養教育とその現
代的意義)研究員〕
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